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1.　はじめに

道徳教育には「学習者の道徳的心情を豊かにするこ

と」が求められ，学習者が自分の心に問いかけ，悩

む機会を創造することが重要であると考えられてい

る（1）．一方で，道徳の授業において，学習者は教師

が期待する，一般的に道徳であるとされる正答を察知

し，自身の感情を偽った解答を述べる傾向があること

が指摘されている（1）（2）．学習者が自身の感情を開示

しないことで，教師による適切なフィードバックが生

成されず，学習者が自分の心に問いかけたり，悩ん

だりする機会が消失することは，道徳教育の大きな課

題だと考えられている（1）（2）．このような課題が指摘

されていながら，指導の改善に至っていない原因とし

て，道徳教育において学習者の自発的な感情開示の程

度を検討するための評価尺度が存在しないことが挙げ

られる（2）．特に，指導方法の改善や学習者間での比

較の必要性を踏まえると，従来の主観的な道徳観評価

尺度に加え，学習者の感情開示についての客観的な評

価尺度を提案することは，道徳教育の改善に有効であ

ると考えられる．

また，話者による感情情報伝達場面では，伝達感

（自分の話した内容が対話相手に伝わったと感じる程

度）が高くなると考えられている（3）．感情開示の有

無の評価が，道徳教育の効果を判断するうえで重要な

指標になるため（2）（4），道徳的対話において伝達感評

価を取り入れることは，重要であると考えられる．

これらの内容を踏まえ，本研究では，対面場面で

の自発的な自己開示と伝達感評価の関連の調査（実

験 1），道徳観の変容と伝達感評価の関連の調査（実

験 2），生体計測に基づく伝達感評価の可能性につい

ての調査（実験 3）を実施した．

2.　自己開示と伝達感の関連について（実験 1）

これまでの伝達感研究は対面場面と非対面場面で

の比較研究が多く（4），対面場面での伝達感の高低に

ついての特徴を検討した研究は少ない．そのため，対

面式の道徳教育場面で重要視される自発的な感情開示

と，伝達感の関連は不明である．そこで，実験 1 で

は対面場面での話者による自己開示と伝達感の関連を

調査し，道徳教育における伝達感評価の重要性を検討

した．

2.1　実験手続き

実験 1 では自己開示状況が異なる対話場面での伝

達感評価を取得するために，対話課題 2 種（対話課

題 A：自発的自己開示場面，対話課題 B：質問による

自己開示場面）を作成した．実験参加者は 2 人 1 組

になり，2種の課題の両方に取り組んだ．対話課題 A
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